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第一章 Chlorocatechelin AおよびBの単離・構造決定 




用いて精製し、新規シデロフォアchlorocatechelin A (1, 75.6 
mg) およびB (2, 12.4 mg) を単離することに成功した。続く
詳細なスペクトル解析および分解実験によってこれら化合物
の全構造を決定し、chlorocatechelin類が天然物での報告例の
ない4-chloro-2,3-dihydroxybenzoic acid (CDB) を分子中に有し
ていること、さらに1に関しては天然物での報告例が稀なアシ
ルグアニジン構造を有していることを明らかにした。 





















































規シデロフォアchlorocatechelin A (1) およびB (2) を発見することに成功した。1は単純
なNMR測定のみでは決定できない平面構造を有していたが、MS/MS測定や重水素交換
試験を駆使することによってその構造を決定した。すなわち、その構造中には天然物
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